が、 羽ぶ りがいい ッで 話さ。 その 高 崎のお 客て えの が、 

や ッぱリ ここが 定宿の 人 さ」 

アン マの 問わず語り。 

昔 は 「アン マの つかみ取り」 という 言葉が あった。 

今の 人に はこの 言葉の 特殊の 意味が わからない。 アン 

マが 人の 肩 をつ かんで お金 をと るの は 当り前の 話 じ や 

ないか。 洒落に も、 語呂 合せに もな り やしない。 バカ 

バカ しい、 と 思う だけの ことであろう。 

それと 云う のが 「つかんで 取る」 の 取る というの が 

かみしも 

ピンと こない せいで ある。 アン マ 上下 三百 文 (三 銭)。 

当今 は 若干 割高に なって 百 五十 円か 二百 円。 決して 特 



仁 助の 目が ギラリ と 光った と は 知る 由 もない メ クラ 

の 弁 内、 馬の 鼻息 を 物ともせずに 語りつ づける。 修練 

と は 云いながら、 鼻と 口と を 同時に 器用に 使い分ける 

もの。 

「師匠に や ァ妾も あるし、 私たちに は 食わせな いが、 

妾宅なん ぞ で はず い ぶんう ま い 物 も 食 つてる らしい が 

化け物 婆ァ ときたし にや ァ 私たちに 隠して ドンブ リ 一 

ッ 取りよ せて 食った こと もない てえ ケ チンボ— 婆ァ さ- 

だから 私たちの ォ カズ だ つ て 知れ てるじ ゃァ ありませ 

んか。 力 稼業の 身体が もたない よ。 外で チヨ ィ /\ 高 

い 物 を 食わ なきや ァ ならない。 そのく せ 一文 も 金 を 貸 



しちや ァ くれないね」 

「へ ソクリ をた めて いるの か」 

「へ ソクリ どころ じ やない よ。 師匠に 店 を もたせて 以 

来、 モウ ケは 二人で 折半。 アン マの 株 を 買って やった 

のが 持ち だし だが、 その 何百 倍と モウ ケ たくせに、 今 

でも それ を 恩に きせて 大威張り さ」 

そのと き、 にわかに 起った 半鐘の 音。 スリ バン だ。 

「近いら しいね」 

諸方の 家の 戸 や 窓が あいて、 路上 や 一 一階で 人々 の 叫 

び 交わす 声。 弁 内 は 慌てず あせらず、 もむ 手 を 休ませ 

*」 ヽゝ フ、 

な レカ、 ら 



「オヤ？ 隣り の 部屋に イビ キ声 がする じ やない か」 

「化け物 婆ァの 甥の 松 之 助よ。 川 向う から 火の手 を 見 

て、 火の 消えた あとへ 素ッ とんで 来たの よ。 忠義 ヅラ 

する 奴 だ」 

と、 ませた 口で 吐きす てるよう に 言った の は 稲吉 

だった。 

松 之 助はォ カネの 妹の 子供であった。 お 志 乃の ムコ 

にどう かと 云って、 妹が しきりに 姉に 働き かけて いる 

若者であった。 

ところが、 ォ カネ 婆ァは なかなか ゥンと は 云わない _ 

それ どころ か、 せ せら 笑って、 



リ なのであった。 

ところが その 晚はォ タキの 情夫 か 何 か 分らない が、 

若い 色男のお 客のと ころへ ピッ タリく ッ つ いたきり、 

オタ キは仙 友の 方なん ぞは 振りむ きもし ない。 

四 本 五本と ャケ酒 をひッ かけて、 そのたび ごとに、 

「オイ。 ォ代リ だ！」 

大きな 声で 怒鳴っても、 てんで 相手に しない。 

「チヨ ッ。 畜生め！」 

しかし、 モウ、 それ 以上 は 軍資金が つ 、まかないから、 

「覚えて や がれ。 テメェ だけが 女 じゃァ ねえ や。 アバ 

3」 



と、 外へ でる。 にわかに 酔いが まわって きた。 そし 

て、 それから どうした か ハツ キリした 覚えがない が、 

どうやら 方々 うろつき まわ つたよう である。 ころんだ 

り、 ぶっかったり したよう だ。 

けれども 家へ 戻る と、 さすがに いくらか 正気が 戻 つ 

てく るの は、 よっぽど 妙 庵 先生が 怖い のだろう。 と は 

云え、 酔っ払いの 荒々 しい 動作が 全然お さまり はしな 

ヽ/ J フ、 

レ 力ら 

「シ ッ！」 

角 平に たしなめられて、 

r ャ。 角 平 か。 すまね え、 すまね え、 どうも、 長時間、 



相す みません な」 

そうそう 

柄に なく、 あやまって、 匆々 に 寝床に もぐりこんだ _ 

彼が 一 パイ のんで 戻って くるまで、 患 家の 使い を 撃退 

役に アン マ を もみつ づけても らうの がい つもの 約束で 

あった。 

仙 友が 戻って きたから、 角 平 はさつ そく アン マ をき 

りあげて、 立ち上る。 外へ でた が、 まッ すぐ 家へ 戻ら 

ずに、 反対側の 賑やかな 通りへ でて、 仙 友の 行きつ け 

の 一 パイ 飲み屋の ノレ ンを くぐった。 

「 一 本つ けて 下さいな」 

「オヤ、 めずらし いね。 たまに は 顔 を 見せな よ」 



やがてお 志 乃が 高い 山 を 登り つめたよ うに 息 を きら 

して 這い 上つ てきた。 

「ぉッ 母さんが 殺されて るよ」 

報ら せ をう けて 到着した 警官が ォ カネの 死体に さ 

わって みると、 もう 冷くな つていた。 絞殺され ていた 

ので ある。 

* 

ォ カネの 寝床 や アンドン は 片隅に ひきよせられ、 部 

屋の マンナ 力の タ タミが あげられ、 ネダ 板が 一 畳 分 



中へ 上る わけに はいかな いね」 

新 「それじゃ ァ、 あなた 方 は 婆さんの 逃げ支度のお 手 

伝い はしな いんだね」 

稲 「致しません とも。 メ クラ はそんな 器用な こと はで 

きません や」 

新 「そのほかに 誰か 手伝いに 来た 人はありません か」 

稲 「こんな 因業な ゥチへ 手伝いに くる バカは 居ね え や _ 

もっとも、 とっくに 火が 消えてから 婆ァの 甥の 松 之 助 

がきて 泊って 行き ましたよ。 一足お くれて、 お 志 乃 さ 

んと 師匠が 戻って きました」 

弁 内 は 話の 途中から 仕事に でかけた。 その 姿が 見え 



チヨ ク/ \ 見えます が、 旦那 を もんだ てえ の は どの ァ 

ン マで」 

「十七 八の、 まだ 小僧 ツ子よ。 しかし、 ッボの 心得が 

あって、 器用な 小僧 だ」 

「あの 小僧です か。 あれ は 目から 鼻へ ぬける 小僧で さ 

ァ。 婆さんが 殺された 時刻て えと、 いつごろで ござん 

す」 

「チラと 耳に したと ころで は、 十一 時から 一時 ごろの 

間 だそう だが、 その 時刻 はちょう ど ォレが 小僧に もま 

せて いた 時 さ」 

「その 時刻 かねえ。 あの 晚は、 二 時す ぎ ごろに、 ゥチ 



「ナ 二が です か」 

「犯人が 判った わけ じゃァ ないだろう」 

「犯人 は 判って おります」 

「春 さき はフ ー テンが はやる ものだね」 

新 十郎は クック ッ 笑って、 

「明日、 正午に 私の 書斎に 落 合いましょう。 そして、 

人形 町へ 参りましょう。 犯人 を取リ 押えに。 もっとも 

泉 山さん は、 氷 川 町から 人形 町へ 直行な さる 方が 近道 

です ね。 では、 おやすみ」 (ここで 一 服。 犯人 をお 考え 

下さい) 



ただす の は 古い 手 だ。 物見高い ャジゥ マの フリ をして 

みせる ためと、 また 一 ッには 己れ に 不利な 証拠 を 落し 

やしなかった かと 不安に かられての 自然の 情と いう も 

のさね」 

* 

虎之介 は 人形 町へ 直行した。 新 十郎の 図星の ように 

なって しまって、 何から 何まで 癩 にさ わるが、 時間が 

な レ カ-ら 仕方 力な レ 

しかし、 見事な 反駁の あとの 推理 だから、 時が たつ 



屋へ 行かな くち ゃァ、 ラチが あかない よ」 

新 十郎は 笑って 答えた。 

「仁 助 は 朝早く 足 利へ たち ましたよ」 

「シ マッタ！ 一足お くれた か。 それ、 足 利へ。 ォレ 

に、 つづけ- 

「お 主 は 馬よりも 泡 を ふくね え。 馬 をのせ て 足 利へ 走 

るッ モリ だな」 

と、 花 廼屋が 虎之介 をから かった。 

そこへ 古田 巡査の 案内で 到着した 警官の 一行。 一同 

そろって アン マ 宿へ は いった。 

主人 銀 一、 養女お 志 乃、 弟子が 三 名。 ォ カネの 妹ォ 
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